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決算概況（連結）
決算ハイライト

2015年3月期上半期
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受入手数料及びトレーディング損益（連結）

商品別内訳推移

決算ハイライト
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経費の推移
決算ハイライト
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業務上の特徴
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ビジネスセグメント別概況

※東海東京証券社内管理上のデータに基づく数値
※14年3月期1Qより以下の基準に基づき作成

リテール営業＝中部地域本部・東日本地域本部・西日本地域本部・ウェルスマネジメント本部のリテール営業及びダイレクトチャネル本部
法人営業＝中部地域本部・東日本地域本部・西日本地域本部・ウェルスマネジメント本部の法人営業
機関投資家営業＝マーケット営業推進本部のインスティテューショナル・カスタマー部門
マーケット＆プロダクツ＝マーケット営業推進本部のマーケット部門及びプロダクツ部門
コーポレートファイナンス＝企業金融本部

収入内訳

Ⅰ．業務基盤の特徴
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15年3月期上期14年3月期

地域別収入及び預かり資産（リテール）

※中部を100とする指数

※東海東京証券社内管理上のデータに基づく数値（非対面チャネルを除く）

地域別収入

地域別預かり資産

15年3月期上期14年3月期

Ⅰ．業務基盤の特徴
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マーケット＆プロダクツ

マーケット＆プロダクツ収入推移

※東海東京証券社内管理上のデータに基づく数値
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Ⅰ．業務基盤の特徴
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コーポレートファイナンス

コーポレートファイナンス収入推移

※東海東京証券社内管理上のデータに基づく数値
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Ⅰ．業務基盤の特徴
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法人営業本部

※東海東京証券社内管理上のデータに基づく数値
13年3月期以降、法人営業本部＝旧3地域法人戦力＋機関投資家営業部

法人営業本部収入推移
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Ⅰ．業務基盤の特徴
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1株当たり利益（EPS）、株主資本利益率（ROE）及び配当利回り

EPS ROE 配当利回り

9.45

42.74

87.68

63.92

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

12年3月期 13年3月期 14年3月期 15年3月期上期

（円）

2.3

9.3

16.6

11.7

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

12年3月期 13年3月期 14年3月期 15年3月期上期

（％）

※15年3月期上期は年率換算

2.6

2.3

3.7 3.7

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

12年3月期 13年3月期 14年3月期 15年3月期上期

（％）
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営業員一人当たり収益及びROA

営業員一人当たり収益 収益／預かり資産

Ⅰ．業務基盤の特徴

※15年3月期上期は年率換算
※営業員数は期首・期末平均
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※提携合弁証券＝ワイエム証券・浜銀ＴＴ証券・西日本シティＴＴ証券・池田泉州ＴＴ証券（いずれも持分法適用会社）

預かり資産
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預かり資産（東海東京証券リテール）
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入出金・入出庫（個人）

※東海東京証券社内管理上のデータに基づく数値
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（ｂ）持続可能な経営モデル

（Sustainability）

＝

（ａ）顧客重視のマーケッティング

（ｃ）財務戦略の実現

Ⅱ．新業務基盤への対応状況

高齢者取引対応

顧客採算重視
カスタマー

ロイヤルティ向上

ＫＰＩの

設定・モニタリング
財務戦略の高度化

個人評価制度見直し

提携合弁証券

取引の拡大

戦略的投資

＝安定収益の確保
ラップ口座

安定収益商品

富裕層対応

次世代対応
預り資産対応



“Ambitious 5”の進捗
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各分野の強みを拡大・強化

１．Community 

& the Middle

３．Expertise

２．Alliance 

& Platform

４．Humanity
５．Risk

Management

専門的ノウハウ

戦略的地域・顧客

への特化
事業基盤の積極拡大

人間味溢れる企業 危機対応力の強化

独自性ある総合金融グループへ向けて「“Ambitious 5”」

安定収益重視型営業
セグメント別

マーケティング

人事制度改定

戦略機能

コンプライアンス体制
ＢＰＲ

コスト削減

持続可能なビジネスモデル

グローバルネットワーク

・グローバル・アドバイザリーボードの設置

・バンコック銀行傘下ブアルアン証券と業務提携

・東海東京ファンドラップ口座の取扱開始

・富裕層営業の強化

・富裕層 「日本橋プレミアオフィス」設置

・成熟層 「大人の投資倶楽部」Webサイト開設

・資産形成層 「東海東京フィナンシャル

ギャラリー・サカエチカ」及び「 トヨタFS営業部

コンサルティングブース岡崎」開設、

インターネットによる信用取引サービス開始

・専門性（スペシャリスト・マイスターコースなど）、

多様性を重視した新人事制度、女性活躍支援、メリハリ

・役社員の持株会社への転籍

・支店新設（ワイエム証券：東京支店、西日本シティTT証券：八女サテライトブース）

・プラットフォーム取扱拡大（33社→39社）

“Ambitious 5”の進捗

2nd Stage 最初の半期（2014年4月～9月）の進捗

・Key Performance Indicators（ＫＰＩ）の設定・モニタリング

・コンプライアンス体制の充実

・役員選出評価手続きの明確化
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富裕層ビジネスの強化

“Ambitious 5”の進捗

ウェルスマネジメント本部及び

プレミア・エグゼクティブ・アドバイザー（PEA）預かり資産
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提携合弁証券の貢献

“Ambitious 5”の進捗

※東海東京証券社内管理上のデータに基く数値

提携合弁証券の預かり資産の推移 提携合弁証券の連結収益への貢献
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プラットフォーム

“Ambitious 5”の進捗

ビジネス関係のある他証券との協業グループを形成

海外

ネットワーク

マーケット

対応力

投資銀行

ノウハウ

ＩＴ・事務

インフラ
教育・研修 リサーチ力

プラットフォームビジネスの拡大
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プラットフォームビジネスの

預かり資産 （単位：百万円）

外国株式
預り残高

2014年9月末

ｱﾗｲｱﾝｽ先（含宇都宮） 17,792

(ＴＴＦＧ合計に占める割合) 16%

プラットフォーム先 40,887

(ＴＴＦＧ合計に占める割合) 37%

58,679

(ＴＴＦＧ合計に占める割合) 53%

51,051

(ＴＴＦＧ合計に占める割合) 47%

109,731

東海東京証券

ＴＴＦＧ合計

ｱﾗｲｱﾝｽ・ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ合計
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中部地区

“Ambitious 5”の進捗

※尾張：中部第一＋ウェルスマネジメント

三河：中部第二
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職域

グループ企業取引

仲介取引
トヨタグループ

役員

海外ネットワーク

NISA 新商品
既存商品・
サービス

ファンド
ビジネス

富裕層向け
商品・サービス

投資銀行

上：口座数 下：預かり資産（百万円）

左：13年3月末 右：14年9月末

1,100

12,100

23,700

9,500

5,100

4,400

273

298,800

1,200

16,100

23,300

10,900

5,900

5,600

273

313,700

トヨタグループとのビジネス

“Ambitious 5”の進捗

トヨタグループ

社債引受額

12年度：142億円

⇒13年度：268億円



“Ambitious 5”, 2nd Stage

－大変化の時代への対応－
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中部という

確固たる

営業基盤

安定した業績
経営戦略の

独自性

“Ambitious 5”, 2nd Stage －大変化の時代への対応－

当社が注目される３つの要因
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COMPETITION
（競争）

COMPLIANCE
(法令遵守）

TAX
（税制）

TSE
（東京証券取引所）

AGING
（高齢化）

CHEAP
（手数料率低下）

IT
（高度情報化社会）

QUALITY
（高品質）

証券界

“Ambitious 5”, 2nd Stage －大変化の時代への対応－

激変するビジネス環境 － Ｃｈｉｑ Ｔａｃ（チックタック）革命
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銀行系証券 ネット証券

対面型証券

競争激化
171

136
130
127
127

80

100

120

140

160

180
ネット大手

大手

メガバンク系

TTFG

準大手

業態別預り資産推移
（2011年6月末＝100）

（出所）各社の決算資料より、ＴＴＦＨ作成

大手：野村HD・大和証券G本社、メガバンク系：SMBC日興・三菱UFJ証券HD・み
ずほ、準大手：岡三、ネット：SBI,楽天・松井・カブドットコム・マネックス

“Ambitious 5”, 2nd Stage －大変化の時代への対応－

激変するビジネス環境 － 激化する競争環境
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証券会社の顧客のAgingの状況

“Ambitious 5”, 2nd Stage －大変化の時代への対応－

激変するビジネス環境 － 高齢化する顧客構造
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ビジネスポートフォリオの転換

東 海 東 京

フィナンシャル・ホールディングス

ハイコンサルタンシーへの挑戦 ネットワークパワーの爆発

“Ambitious 5”, 2nd Stage －大変化の時代への対応－

大変化の時代と更なる成長への挑戦

リテール

アライアンス・プラットフォーム

投資銀行・法人

市場

・顧客セグメント別戦略

（富裕層、成熟層、一般資産形成層）

・新しい金融ビジネスへの展開

（投資・ネット銀行、資産運用/信託）
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PEA

メディカル

メンバーシップ

ミニ信用

メンバーシップ

オムニチャネル

ネット コール プラザ

ポイント

商品

イベント

商品 サービス

プレミア/プレミアＶＩＰクラブ
ナレッジ

システム

ライフプラン

シミュレーション

コンサルティング

/ｼミュレーション

ハイコンサルタンシーへの挑戦

成熟層
1,000～5,000万

富裕層
5,000万～

一般資産形成層
～1,000万

ライフプラン

コンサルタント

ハイコンサルタンシー

職域

“Ambitious 5”, 2nd Stage －大変化の時代への対応－

大変化の時代と更なる成長への挑戦
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ネットワークパワーのエボリューション

東海東京

銀行
ネット銀行

投資銀行

資産運用

/信託

中堅証券会社

プラットフォーム・買収

地方銀行

提携合弁証券

新しい金融ビジネスへの展開

顧客金融資産 40兆～50兆円

“Ambitious 5”, 2nd Stage －大変化の時代への対応－

大変化の時代と更なる成長への挑戦

Ｔｏｋｙｏ

マーケット

東京金融シティ構想に向けた態勢整備

新JV

新JV

TTFG共通

中核プラットフォーム
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問合せ先

東海東京フィナンシャル・ホールディングス 広報・ＩＲ部

TEL: 03-3517-8618 FAX: 03-3517-8314

E-mail: fh_ir@tokaitokyo-fh.jp

 本資料は、最新の業績に関する情報の提供を目的とするためのものであり、当社が発行する有価
証券の投資勧誘を目的としたものではありません。


